
 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

段丘林地域 [重点地域] 

■中央道下段に位置する森林地域 

 地域森林計画対象民有林 
 
○特徴的な町の地形を魅せる緑の景

観を保全・育成を進めます。 

○地域や所有者と連携しながら、森林

の適正な維持に努めるとともに、一

部では竹林や針葉樹林から広葉樹

林へ転換を推進し、生態系を保全し

つつ魅力ある段丘林の育成を進め

ます。 

沿道地域 

■広域農道の両側 80ｍ[重点地域] 

■国道 153号、上段道路両側 30ｍ 
 
○道路から見える風景は高森町の

イメージや印象を与える要素と

して大きく、町の魅力を広く伝え

られる風景づくりを進めます。 

○広域農道は、「来訪者をおもてな

しできる道路」として町づくりの

軸となる道路です。 

適正な土地利用の誘導と周辺景

観を大切にした景観づくりを進

めます。 

田園居住地域 

○農地の中に無造作に宅地が立地す

ることを抑え、周辺農地の緑と背

景、遠景となる段丘林、里山の自然

景観が調和する景観づくりを進め

ます。 

山地・高原地域 

○森林の適正な維持に努めるととも

に生態系を保全しつつ魅力ある山

地の育成に努めます。 

○町内のみならず「外へ向けて魅せる

町の景観」を意識した保全・育成に

努めます。 

住居地域 
○都市計画法に準拠した土地利用コ

ントロールが行われています。 

○空き家、老朽家屋の放置などは、景

観上の阻害要因ともなることから

関係機関と連携して取組みます。 

○近隣住宅との調和に配慮しながら

住みよい住宅景観の保全、育成に努

めます。 

○届出行為の対象 

 一般地域 広域農道・段丘林 

新築、増築＜改築若しくは移転 
①高さ10ｍ超 

②建築面積500㎡超 
①床面積10㎡超 

外観を変更することとなる修繕若

しくは模様替え又は色彩の変更 
①変更面積400㎡超 ①変更面積25㎡超  

 

1、景観計画を作る目的 

リニア中央新幹線の開通は、町に大きな変革期を迎えると予想されます。そのよう

な状況下で、「高森町の眺望、町並み、風景など・・・町の景観をどのように守る

のか？」と景観まちづくりの必要性が指摘されてきました。 

これらを踏まえ、景観も町の財産ととらえ、町民の皆さんと景観まちづくりに取り

組むため、景観法に基づく高森町景観計画を策定しています。 

■ 9 月 19日 景観条例が議決されました 

■10 月中 景観行政団体への移行の手続きを実施 

■11 月から 県との協議（景観協議書等） 

■02 月 1 日 景観行政団体へ移行 

■意見募集を経て、景観計画を発効 

（平成 30年 4 月の予定） 

  

 

3、景観計画案の概要                     

＜景観形成基準で定める事項と主な概要＞ 

高森町景観計画が施行された後は、一定規模以上の建築物や工作物等の建設又は改

築、開発行為を行う場合に、事前に高森町へ届出を行い、景観形成基準に適合して

いるか確認を行います。 

 

（例）建築物の場合 

○景観形成基準（届出対象行為に対する景観保全・育成基準を定めます。） 

位置 
まち並みとしての連続性確保や、良好な居住環境の維持・保全を目的として、

建物の位置（又は配置）に関する配慮事項。 

高さ 
まち並みや周囲の環境から突出した高さとならないよう、高さに関する配慮

事項。 

形態意匠 

・色彩 

周辺の景観と調和し、落ち着きのある景観の維持・創出を目的として、建築

物の形態、デザインに関する配慮事項。 

建築物の外壁や屋根、屋外設備等の色彩に関する配慮事項。 

建築物に付

帯する意匠 
景観に大きく影響を及ぼす恐れのある意匠に関する配慮事項。 

緑化 道路に面する部分や駐車場等への緑化に関する配慮事項。 

 

2、景観ゾーン案の概要  

地域の景観形成への取組み 

上市田、牛牧地区では、地域の皆さんが

景観形成住民協定を結んで、良好な景観

まちづくりに取り組んでいます。 

1 景観計画の概要  （経営企画課）


